
第５・６学年 算数科学習指導案 

日 時 平成２６年１０月３１日（金）２校時 

場 所 盛岡市立川目小学校 ５，６年教室 

児 童 第５学年 男子１名 女子１名 計２名 

                          第６学年 男子２名 女子３名 計５名 

                                         計７名 

指導者 岩澤 明 

 

＜第５学年＞ 

１ 単元名  

「１１．四角形と三角形の面積」 

（東京書籍「新しい算数５下」p28~48 ） 

 

２ 単元について 

（１）児童について 

 普段の学習の様子を見ると，児童は算数の学習

に意欲的に取り組んでいる。２人で助け合い，確

認し合いながら学習を進めている。 

 計算をして答えを求めるという活動は好むが，

論理的に考えたり，関連づけて考えたりすること

に対しては苦手意識が強い。学習内容の理解・定

着に不安がある児童は１名おり，支援はその１人

が中心となる。 

 本単元に関わるレディネステストの結果は下の

通りである。 

  

【レディネステストの結果】 

問題のねらい 児童 

(2名中) 

面積が４ｃｍ２の図形を見つけること

ができるか。 

1 

長方形の面積の公式を用いて，面積を求

めることができるか。 

2 

正方形の面積の公式を用いて，面積を求

めることができるか。 

2 

複合図形の面積を，長方形の面積の公式

を用いて，面積を求めることができる

か。 

1 

（未習内容）平行四辺形の面積を求める

ことができるか。 

０ 

複合図形の求め方はもう一度復習しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

＜第６学年＞ 

１ 単元名  

「１０．およその面積」 

（東京書籍「新しい算数６上」 p100~p102） 

 

 

２ 単元について 

（１）児童について 

 児童は，算数の学習に少しずつ意欲を見せてき

ている。リーダーを中心に自分たちで学習を進め

ることができるようにもなってきた。 

 ただ，自分の考えを発表する際に，理由や根拠

を話すことは苦手である。さらに，学習内容の理

解・定着に不安がある児童が多く，支援が必要に

なってくる。 

 本単元に関わるレディネステストの結果は下の

通りである。 

 

【レディネステストの結果】 

 円の面積公式は再確認する。方眼を使ってのお

よその面積は，方法を忘れていたようなので，既

習方法として確認しておく。 

 

 

 

 

 

問題のねらい 児童 

(5名中) 

公式を用いて，平行四辺形の面積が求められ

るか。 

5 

公式を用いて，三角形の面積が求められる

か。 

4 

公式を用いて，台形の面積が求められるか。 4 

公式を用いて，ひし形の面積が求められる

か。 

4 

公式を用いて，円の面積が求められるか。 1 

方眼を使っておよその面積が求められるか。 0 

（未習内容）基本図形と見立てて，およその

面積が求められるか。 

1 



（２）教材について 

 学習指導要領第５学年の目標（２）「三角形や平

行四辺形の面積及び直方体などの体積を求めるこ

とができるようにする。また，測定値の平均及び

異種の二つの量の割合について理解できるように

する。」を受け，その内容（１）ア「三角形，平行

四辺形，ひし形及び台形の面積の求め方を考える

ことができるようにする。」を学習する。平面図形

と面積については，第４学年で，長方形，正方形

の面積の求め方を中心に，面積の概念とその単位

の理解から面積公式を導いている。これらの既習

内容をもとにして，本単元では平行四辺形，三角

形などの基本図形の面積の求め方や公式について

学習する。 

 

 

（３）本単元の指導について 

 本単元では，周りの長さが 24ｃｍになる図形を

かく活動から入り，それらの図形を素材に，既習

内容の整理も兼ねて４つの図形の面積の大きさ比

べをする。 

 第１小単元では，平行四辺形の面積について学

習する。方眼上にかかれた平行四辺形を提示し，

面積の求め方を多様に考えさせる操作的な算数的

活動を取り入れる。その際，より効率的な方法と

して，長方形に等積変形する方法に気づかせるよ

うにしたい。また，底辺・高さという用語を押さ

え，図形を回転させる等して別の辺を底辺と考え

たときの高さについてもしっかりと押さえたい。 

 第２小単元では，三角形の面積について学習す

る。平行四辺形と同様，面積の求め方を多様に考

えさせる操作的な算数的活動を取り入れる。その

際，倍積変形の見通しが立たない場合，前時の学

習内容を振り返り，自力解決の見通しをもたせる。

多様な考えについて，式を読む活動を行い，似て

いる点を明らかにしながら公式をつくり出させて

いきたい。公式を適用して面積を求めるときには，

三角形の底辺や高さは固定されたものではないこ

とに気をつけさせるようにする。 

 第３小単元では，台形，ひし形の面積について，

第１，２小単元で学習した考えを用いて，学習を

進める。それぞれの図形について，いずれの求め

方も既習の図形に帰着して考えていけばよいこと

を捉えさせていく。 

 第４小単元では，底辺が一定の図形で高さを変

化させたとき，それに伴って面積がどのように変

わるかを調べる。関数的な見方・考え方を育てて

いくというねらいのもと，きまりを見つけ，式化

することを大事に取り扱いたい。 

 

（２）教材について 

  学習指導要領第６学年の目標（２）「円の面積及

び角柱などの体積を求めることができるようにす

るとともに，速さについて理解し，求めることが

できるようにする。」を受け，その内容（１）「身

の回りにある形について，その概形をとらえ，お

よその面積などを求めることができるようにす

る。」を学習する。第５学年までに，三角形や四角

形などの直線で囲まれた基本的な図形について，

また第６学年では，曲線で囲まれた図形である円

について，面積の求め方を学習している。本単元

では，実際の測定活動を通して測定について習熟

させるとともに，概測などを用いて目的に応じて

測定を能率よくできるようにすることがねらいで

ある。 

 

（３）本単元の指導について 

 本小単元では，３つの段階を追って学習を進め

る。 

 第１段階では，初めに東京ドームの大きさを話 

題として取り上げ，面積の求め方を課題とする。

この時，そのままでは面積を求めることができ 

ないことから，真上から撮影した写真などを基に， 

東京ドームの形をおよそどのような形と見ること 

ができるかについて話し合う。 

 第２段階では，３つの施設を示し，いろいろな 

図形に見立てておよその面積を求める活動に取り 

組ませていく。ここでは，長方形とみるもの，台 

形とみるもの，直径の異なる２つの円とみるもの 

を扱う。 

 第３段階では，葉や身近な持ち物や道具などの 

実測を通して，児童の身の回りのいろいろなもの 

のおよその面積を求めさせていく。また，「やって 

みよう」では，地図を使って縮尺を活用させなが 

ら，北海道やわたしたちが住む岩手県など，いろ 

いろな都道府県や市区町村のおよその面積を求め 

させていく。第７単元第２小単元「縮図の利用」 

での学習を思い出させ，手順を確認させながら活 

動させるようにする。 

 この単元では，これまで学習してきた基本図形

の面積の求め方を振り返らせながら学習をすすめ

ていくようにする。また，身の回りにある図形に

ついて，「概形をどのような基本図形とみるのか」

「どの部分の長さが分かればおよその面積を求め

ることができるのか」という点から考察したり説

明したりする活動を取り入れていきたい。 

 

 

 

 



３ 単元の目標 

◆平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面

積の求め方を理解し，公式をつくり出してそれ

らの面積を計算で求めることができるようにす

る。 

 

４ 単元の評価規準 

【関心・意欲・態度】 

○平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面

積について，既習の面積の求め方に帰着させて

考え，計算で求めようとする。 

【数学的な考え方】 

○既習の面積の求め方をもとに，平行四辺形，

三角形，台形，ひし形などの面積の求め方を工

夫して考え，公式をつくり出すことができる。 

【技能】 

○平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面

積を公式を用いて求めることができる。 

【知識・理解】 

○平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの計

算による面積の求め方を理解する。 

 

 

 

５ 単元の系統性 

３ 単元の目標 

◆身の回りにあるものの形について，その概形

をとらえ，およその面積を求めることができる

ようにするとともに，目的に応じて能率よく測

定する能力を伸ばす。 

 

４ 単元の評価規準 

【関心・意欲・態度】 

○身の回りにあるものの面積に関心をもち，そ

の概形をとらえて，およその面積を求めようと

する。 

【数学的な考え方】 

○身の回りにあるものの形について，その概形

をとらえたり，面積を求められる図形に分けた

りして，およその面積の求め方を工夫すること

ができる。 

【技能】 

○身の回りにあるものの形の概形をとらえて，

およその面積を求めることができる。 

【知識・理解】 

○身の回りにあるものの面積に関心をもち，そ

の概形をとらえることで，およその面積を求め

られることを理解する。 

 

５ 単元の系統性 

＜４学年＞ ＜５学年＞ ＜６学年＞ ＜中学＞ 

 

面積の概念と 

面積の求め方 

 

面積の単位と 

単位関係 

 

長方形，正方形の 

面積の求め方と公式 

 

面積の量感 

 

 

 

 

 

 

⑪四角形と三角形の面積 

平行四辺形，三角形，

台形，ひし形の面積の

求め方と公式 

 

面積の概測（方眼） 

 

 

 

メートル法の単位の

しくみ 

 

 

円の面積の求め方と

公式 

 

 ⑩およその面積 

面積の概測 

（形に注目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

扇形の面積，柱体， 

錘体，球の表面積 

 

６ 単元の指導計画（全１３時間） 

 １～３ 平行四辺形の面積を求める。（本時 1/3） 

 ４～６ 三角形の面積を求める。 

 ７～10 いろいろな四角形の面積を求める。 

 11   高さと面積の関係を考える。 

 12～13 適用問題に取り組む。 

 

 

 

 

６ 単元の指導計画（全４時間） 

 １ 概形をとらえ基本図形とみなした，およそ 

の面積を求める。（本時） 

 ２ 身の回りのいろいろなもののおよその面積 

を求める。 

 ３ 地図を使っておよその面積を求める。 

 ４ 適用問題に取り組む。 

 

 



７ 本時の指導 

（１）目標 

 平行四辺形の面積の求め方を考え，説明するこ

とができる。 

（２）本時の評価規準 

【関心・意欲・態度】平行四辺形を長方形に変形

すればよいことに気づき，平行四辺形の面積の

求め方を考えようとしている。 

【数学的な考え方】平行四辺形の面積の求め方を，

長方形の求積方法に帰着して考え，筋道立てて

説明している。 

（３）研究とのかかわり 

 ①導入の工夫 

  ４枚の合同な直角三角形を使って既習の図形

を作成することにより，等積変形しても面積の

大きさが変わらないことを確認したり，既習の

図形に変形することで本時の課題が解決できそ

うだという見通しをもたせたりする。 

 ②書く活動の充実 

  平行四辺形の求積方法を説明するために，説

明の型を示しておき，それに合わせてノートに

記述させる。 

  課題に合わせたまとめを書き出しとキーワー

ドをもとに自分で書かせる。 

  振り返りを書く際には観点を示し，本時にお

ける自分の学習について文章で書かせる。 

７ 本時の指導 

（１）目標 

 身の回りにあるものの形についてその概形を捉

えることで面積を求められることを理解する。 

（２）本時の評価規準 

【関心・意欲・態度】身の回りにあるものの形の

概形をとらえて面積を求めようとしている。 

【数学的な考え方】身の回りにあるものの形につ

いて，その概形をとらえることで，およその面

積を工夫して求めることを考え，説明している。 

 

（３）研究とのかかわり 

①導入の工夫 

 問題に解答させることで，およその面積を求

めようとする意欲を高めさせ，課題意識を高め

る。 

 

 

 ②書く活動の充実 

  ノートにどのように書くのか，型を示してか

ら自力解決に向かわせる。 

  課題に合わせたまとめを書き出しとキーワー

ドをもとに自分で書かせる。 

  振り返りを書く際には観点を示し，本時にお

ける自分の学習について文章で書かせる。 

（４）本時の展開 

第５学年 第６学年 

指導上の留意点 

評価方法○評  

◆研究との 

かかわり 

学習内容と学習活動（○） 

予想される児童の反応（・） 

                 

段階 学習内容と学習活動（○） 

予想される児童の反応（・） 

                 

指導上の留意点 

評価方法○評  

◆研究との 

かかわり 

 

◆研①  

 

 

○黒板に図形

を貼れるよう

にしておく。 

１ ４枚の合同な直角三角形を使っ

て，既習の図形を作成する。 

  

①正方形 

②長方形 

③平行四辺形 

④三角形 

⑤台形 

振

り

返

る 

 

 

 

 

 

７ 

つ

か

む 

   

 

見

通

す 

 

７ 

１ 問題を把握する。 

 

 

 

２ 学習課題をとらえる。 

 

 

 

 

３ 学習の見通しをもつ。 

○解決方法の見通しをもつ。 

・正方形と見る。 

・公式を使う。 

 

○問題を出題

する。 

◆研①  

 

○およその面

積でよいこと

を確認する。 

 

○ 教 科 書

p.100 の拡大

図を示す。 

○解決方法の

見通しは，教

科書を用い手

順を全体で確

認する。 

東京ドームの面積はどれくらい

なのだろう。 

およその面積の求め方を 

考えよう。 



 

○方眼に問題

となる平行四

辺形を示す。 

 

○既習図形に

変形させるこ

とに気づかせ

る。 

○等積変形の

見通しが立た

ない場合，導

入の学習内容

を振り返り，

自力解決の見

通しをもたせ

る。 

２ 問題を把握する。 

  

 

 

３ 学習課題をとらえる。 

 

 

 

 

４ 学習の見通しをもつ。 

○解決方法の見通しをもつ。 

 ・長方形に形を変える。 

  

 

つ

か

む 

 

 

見

通

す 

 

 

 

 

 

 

８ 

考

え

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

４ 自力解決する。 

○既習の図形と見て，およその面積

を求める。 

 

 

 

 

 

 

○自分の考えを説明するために，ノ

ートに文章を書く。 

・東京ドームを正方形と見ると，１

辺×１辺で求められる。１辺は○ｍ

だから，○×○＝□ 

答えは，およそ□m2 になる。  

 

○電卓を使わ

せる。 

 

 

 

 

 

 

○書き方の型

を小黒板に示

しておく。 

○平行四辺形

のかいてある

方眼紙を多数

用意し，貼っ

たり，切った

りできるよう

にする。 

○使う用語や

図に示す値に

ついて確認す

る。 

５ 自力解決する。 

・長方形に帰着しての等積変形 

 

○自分の考えを説明するために，ノ

ートに文章を書く。 

 

 

 

 

考

え

る 

 

 

 

 

 

 

15 

学

び

合

う 

 

ま

と

め

る 
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５ 比較・検討する。 

○自力解決したものを発表し合い， 

 学び合う。 

 

 

６ まとめをする。 

○まとめを自分の言葉で書く。 

○考え方が適

切かどうか確

認しながら説

明を聞くよう

にさせる。 

 

◆研② 

 

○同じ考えの

児童に，発表

された図や式

を使って発表

させる。 

６ 比較・検討をする。 

○自力解決したものを発表し合い， 

 学び合う。 

 

 

学

び

合

う 

５ 

た

し

か

め

る 

７ 練習問題を解く。 

○p.101のおよその面積を求める。 

 

○実際の面積と比べる。 

 

○ペアで学習

させる。 

○概形の大き

さのとらえ方

を確認する。

○電卓を使わ

せる。 

 

○評ノート・プ

リント 

 

◆研② 

○評発表 

７ まとめをする。 

○まとめを自分の言葉で書く。 

 

ま

と

め

る

５ 

 

10 

 

◆研② 

８ ふりかえる 

○自己評価・学習感想を書く。 

 

 

 

振

り

返

る 

５ 

振

り

返

る

５ 

８ ふりかえる 

○自己評価・学習感想を書く。 

 

◆研② 

 

下の平行四辺形ＡＢＣＤの 

面積の求め方を考えましょう。 

平行四辺形の面積の求め方を 

考えよう。 

  およその面積は，およそどんな形とみるかを 

決めて，公式を使って求める。 

平行四辺形は長方形に形を

変えれば，面積を求めることが

できる。 


